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(57)【要約】
  　少なくとも以下の成分を含む組成物であって、Ａ）エチレン系ポリマー、Ｂ）エチレ
ンおよび本明細書に記載の構造ａ～ｄから選択される少なくとも１つの架橋環状オレフィ
ン、または構造ａ～ｄの任意の組み合わせを含むシクロオレフィインターポリマーを重合
形態で含む組成物であり、成分Ａは、組成物の重量に基づいて、≧５０重量％の量で存在
し、成分Ｂは、成分ＡとＢとの合計重量に基づいて、５～１２重量％の量で存在する、組
成物。
  【選択図】図１



(2) JP 2020-531638 A 2020.11.5

10

20

30

40

【特許請求の範囲】
【請求項１】
  　少なくとも以下の成分を含む組成物であって、
  Ａ）エチレン系ポリマー、
  Ｂ）エチレンと以下から選択される少なくとも１つの架橋環状オレフィンとを重合形態
で含むシクロオレフィンインターポリマー、
  　ａ）
【化１】

  構造ａであって、Ｒ１およびＲ２が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ａ、
  　ｂ）
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【化２】

  構造ｂであって、Ｒ３およびＲ４が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ｂ、
  　ｃ）
【化３】

  構造ｃであって、Ｒ５およびＲ６が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ｃ、
  　ｄ）
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【化４】

  構造ｄであって、Ｒ７およびＲ８が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ｄ、
  　ｅ）またはａ）～ｄ）の任意の組み合わせ、
  　　成分Ａが、前記組成物の重量に基づいて、≧５０重量％の量で存在し、成分Ｂが、
前記成分ＡとＢとの合計重量に基づいて、５～１２重量％の量で存在する、組成物。
【請求項２】
  　前記成分Ｂのシクロオレフィンインターポリマーが、６０℃～９０℃のＴｇを有する
、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
  　前記成分Ａのエチレン系ポリマーが、８０℃～９５℃のＴｍを有する、請求項１に記
載の組成物。
【請求項４】
  　前記成分Ａのエチレン系ポリマーが、≦０．９００ｇ／ｃｃの密度を有する、請求項
１に記載の組成物。
【請求項５】
  　前記成分Ａと成分Ｂとの重量比が、４．０～２０．０である、請求項１～４のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項６】
  　前記成分Ａのエチレン系ポリマーが、エチレン／α－オレフィンコポリマーである、
請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
  　前記シクロオレフィンインターポリマーが、エチレン／架橋環状オレフィンコポリマ
ーである、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
  　≧８０重量％の成分Ａ、≧９重量％の成分Ｂ、および≧５重量％の添加剤を含む前記
組成物である、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
  　請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物から形成された少なくとも１つの層を含
むフィルム。
【請求項１０】
  　前記フィルムが、この組成物の重量に基づいて、１～１２重量％のエチレン／架橋環
状オレフィンインターポリマーを含む組成物から形成された少なくとも１つの追加層を含
む、請求項９に記載のフィルム。
【請求項１１】
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  　請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物から形成された少なくとも１つの成分を
含む物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  関連出願の相互参照
  　本出願は、２０１７年８月２３日に出願された米国仮特許出願第６２／５４９，１４
７号の利益を主張する。
【背景技術】
【０００２】
  　ラップまたは袋を形成するために使用でき、封入された材料の混合中に封入された材
料（例えば、ポリマーペレット）から剥がす必要のないフィルムを形成するために使用で
きる組成物が必要とされている。その結果、フィルムは、混合プロセス中に組み込まれ、
分散される。フィルムは、工業規模の袋詰めラインで適切に使用するために十分な剛性お
よびヒートシール強度も備えている必要がある。
【０００３】
  　ポリマー組成物および／またはフィルムは、以下の参考文献に記載されている。ＷＯ
２００３／０９７３５５、ＷＯ２０１１／１２９８６９、ＷＯ２０１５／００４３１１、
ＷＯ２００８／１３７２８５、ＥＰ１５２５０９２Ａ１、ＥＰ３０１６８６５Ａ１、ＥＰ
２７４４６４８Ａ１、ＥＰ７１７７５９Ａ１、ＵＳ２００６／００５７４１、ＵＳ２０１
４／０３０８４６６、ＵＳ２０１４／０３６３６００、ＵＳ２０１４／０１７０７４２、
ＵＳ２０１４／０１７０３７９、ＵＳ２０１５／０３３６６５２、ＵＳ２０１５／０２８
２９７８、ＵＳ２０１６／０３０３８３３、ＵＳ２０１６／０１３６９３４、ＵＳ２０１
６／０２４４２２９、ＵＳ４９１８１３３、ＵＳ６０９０８８８、ＵＳ６９８４４４２、
ＵＳ７２８８３１６、ＵＳ８６６３８１０、ＵＳ９０５０２４３、ＵＳ９４５２５９３、
ＣＮ１０４９４３３０９Ａ（要約）、ＫＲ２０００／０５７３８２Ａ（要約）、ＣＡ２２
６９６７２Ａ、ＣＡ２４１０４８３Ｃ、ＣＡ２１７００４２Ａ１およびＪＰ２００１／５
０５６１０Ａ（要約）。しかし、上記のように、良好な剛性および流動性を有し、封入材
料を混合する際に封入材料から剥がす必要のないラップまたは袋に使用できるフィルムに
使用する組成物が必要とされている。これらの必要性は、以下の発明によって満たされた
。
【発明の概要】
【０００４】
  　少なくとも以下の成分を含む組成物であって、
  Ａ）エチレン系ポリマー、
  Ｂ）エチレンと以下から選択される少なくとも１つの架橋環状オレフィンとを重合形態
で含むシクロオレフィンインターポリマーであって、
  　ａ）
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【化１】

  構造ａであって、Ｒ１およびＲ２が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ａか、
  　ｂ）
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【化２】

  構造ｂであって、Ｒ３およびＲ４が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ｂか、
  　ｃ）
【化３】

  構造ｃであって、Ｒ５およびＲ６が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ｃか、
  　ｄ）
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【化４】

  構造ｄであって、Ｒ７およびＲ８が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ｄか、
  　ｅ）またはａ）～ｄ）の任意の組み合わせか、を含む、インターポリマーであり、
  　　成分Ａは、組成物の重量に基づいて、≧５０重量％の量で存在し、成分Ｂは、成分
ＡとＢとの合計重量に基づいて、５～１２重量％の量で存在する、組成物。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】７０℃～１００℃の範囲で材料が転移するＥＶＡ、ＰＯＥ、および高剛性ポリマ
ー（ＣＯＣ）のＤＳＣプロファイルを示す。
【図２】記載の組成物の「Ｖ０．１（溶融粘度）対ＣＯＣ重量％」プロファイルを表す。
【図３】記載の組成物のＶ０．１値を表す棒グラフである。
【図４】記載のポリマーおよび組成物の「Ｅｃ対Ｔｃ（ピーク）」プロファイルを表す。
【図５】記載の実施例の「Ｅ１対Ｔｍ」プロファイルを表す。
【図６】記載の実施例の「融解終了時のＥ２対Ｔｃ開始」プロファイルを表す。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
  　融解温度、剛性、およびシール強度の最適バランスを有するフィルムを形成するため
に使用できる組成物が判明した。そのようなフィルムは、ＥＰＤＭペレットなどのポリマ
ー材料用のラップまたは袋を形成するために使用でき、そのようなフィルムは、封入され
たポリマーから剥がす必要はない。そのようなフィルムは低い融解温度を有し、封入され
たポリマーの混合プロセス中に組み込まれ、分散される。これらのフィルムは、工業規模
の袋詰めラインで適切に使用するために十分な剛性およびヒートシール強度も備える。
【０００７】
  　上述のように、少なくとも以下の成分を含む組成物が提供される。
  Ａ）エチレン系ポリマー、
  Ｂ）エチレンと以下から選択される少なくとも１つの架橋環状オレフィンとを重合形態
で含むシクロオレフィンインターポリマーであって、
  　ａ）
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【化５】

  構造ａであって、Ｒ１およびＲ２が、それぞれ独立して、水素、アルキル基（直鎖また
は分岐または環状）から選択され、さらにＲ１およびＲ２は、それぞれ独立して、水素も
しくはＣ１～Ｃ６のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ５のアルキル基、または水
素もしくはＣ１～Ｃ４のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ３のアルキル基、また
は水素もしくはＣ１～Ｃ２のアルキル基、または水素もしくはメチル基、または水素から
選択される、構造ａか、
  　ｂ）
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【化６】

  構造ｂであって、Ｒ３およびＲ４が、それぞれ独立して、水素、アルキル基（直鎖また
は分岐または環状）から選択され、さらにＲ３およびＲ４は、それぞれ独立して、水素も
しくはＣ１～Ｃ６のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ５のアルキル基、または水
素もしくはＣ１～Ｃ４のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ３のアルキル基、また
は水素もしくはＣ１～Ｃ２のアルキル基、または水素もしくはメチル基、または水素から
選択される、構造ｂか、
  　ｃ）
【化７】

  構造ｃであって、Ｒ５およびＲ６が、それぞれ独立して、水素、アルキル基（直鎖また
は分岐または環状）から選択され、さらにＲ５およびＲ６は、それぞれ独立して、水素も
しくはＣ１～Ｃ６のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ５のアルキル基、または水
素もしくはＣ１～Ｃ４のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ３のアルキル基、また
は水素もしくはＣ１～Ｃ２のアルキル基、または水素もしくはメチル基、または水素から
選択される、構造ｃか、
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  　ｄ）
【化８】

  構造ｄであって、Ｒ７およびＲ８が、それぞれ独立して、水素、アルキル基（直鎖また
は分岐または環状）から選択され、さらにＲ７およびＲ８は、それぞれ独立して、水素も
しくはＣ１～Ｃ６のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ５のアルキル基、または水
素もしくはＣ１～Ｃ４のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ３のアルキル基、また
は水素もしくはＣ１～Ｃ２のアルキル基、または水素もしくはメチル基、または水素から
選択される、構造ｄか、
  　ｅ）またはａ）～ｄ）の任意の組み合わせか、を含む、インターポリマーであり、
  　　成分Ａは、組成物の重量に基づいて、≧５０重量％の量で存在し、成分Ｂは、成分
ＡとＢとの合計重量に基づいて、５～１２重量％の量で存在する、組成物。
【０００８】
  　組成物は、本明細書に記載の２つ以上の実施形態の組み合わせを含んでもよい。組成
物の各成分は、本明細書に記載の２つ以上の実施形態の組み合わせを含んでもよい。
【０００９】
  　一実施形態では、成分Ｂのシクロオレフィンインターポリマーは、６０℃～９０℃、
または６５℃～９０℃のＴｇを有する。
【００１０】
  　一実施形態では、成分Ａのエチレン系ポリマーは、７０℃～９５℃、または８５℃～
９０℃のＴｍを有する。
【００１１】
  　一実施形態では、成分Ａのエチレン系ポリマーは、≦０．９００ｇ／ｃｃ、または≦
０．８９０ｇ／ｃｃ、または≦０．８８５ｇ／ｃｃ、または≦０．８８０ｇ／ｃｃ（１ｃ
ｃ＝１ｃｍ３）の密度を有する。
【００１２】
  　一実施形態では、成分ＢのＴｇと成分ＡのＴｇとの比は、－１．０～－５．０、また
は－１．１～－４．５、または－１．１～－４．０、または－１．１～－３．５、または
－１．１～－３．０、または－１．１～－２．５である。
【００１３】
  　一実施形態では、成分Ｂは、成分ＡおよびＢの合計重量に基づいて、５～１２重量％
、または５～１１重量％、または５～１０重量％の量で存在する。
【００１４】
  　一実施形態では、成分Ｂは、組成物の重量に基づいて、５～１２重量％、または５～
１１重量％、または５～１０重量％の量で存在する。
【００１５】
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  　一実施形態では、成分Ａと成分Ｂとの重量比が、４．０～２０．０、または５．０～
２０．０、または５．０～１５．０、または７．０～１１．０、または８．０～１０．０
である。
【００１６】
  　一実施形態では、成分Ａのエチレン系ポリマーは、エチレン／α－オレフィンインタ
ーポリマー、またはエチレン／α－オレフィンコポリマー、またはエチレン／Ｃ３～Ｃ８
のα－オレフィンコポリマーである。
【００１７】
  　一実施形態では、成分Ａのエチレン系ポリマーは、エチレン／α－オレフィン／ジエ
ンインターポリマーであり、さらにエチレン／プロピレン／ジエンターポリマー（ＥＰＤ
Ｍ）である。さらなる実施形態では、ジエンはＥＮＢである。
【００１８】
  　一実施形態では、成分Ａのエチレン系ポリマーは、エチレン－ビニルアセテート（Ｅ
ＶＡ）コポリマーである。
【００１９】
  　一実施形態では、成分Ａは、組成物の重量に基づいて、≧５５重量％、または≧６０
重量％、または≧６５重量％、または≧７０重量％、または≧７５重量％、または≧８０
重量％、または≧８５重量、または≧８４重量％の量で存在する。一実施形態では、成分
Ａは、組成物の重量に基づいて、≦９５重量％、または≦９４重量％、または≦９３重量
％、または≦９２重量％、または≦９１重量％、または≦９０重量％の量で存在する。
【００２０】
  　一実施形態では、組成物は、組成物の重量に基づいて、成分Ａと成分Ｂとの合計を≧
８０重量％、または≧８５重量％、または≧９０重量％、または≧９５重量％、または≧
９８重量％含む。一実施形態では、組成物は、組成物の重量に基づいて、成分Ａと成分Ｂ
の合計を≦１００重量％、または≦９９重量％含む。
【００２１】
  　一実施形態では、組成物は、重合形態で、スチレン、および任意に１つ以上の他のコ
モノマーを含むポリマーを１．０重量％未満、または０．５重量％未満含む。
【００２２】
  　一実施形態では、シクロオレフィンインターポリマーが、エチレン／架橋環状オレフ
ィンコポリマーである。
【００２３】
  　一実施形態では、以下から選択される少なくとも１つの架橋環状オレフィンであって
、
  　ａ）
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【化９】

  構造ａ、式中、Ｒ１およびＲ２が、それぞれ独立して、水素、アルキル基（直鎖または
分岐または環状）から選択される、オレフィン。さらなる実施形態では、Ｒ１およびＲ２
が、それぞれ独立して、水素もしくはＣ１～Ｃ６のアルキル基、およびさらに水素もしく
はＣ１～Ｃ５のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ４のアルキル基、または水素も
しくはＣ１～Ｃ３のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ２のアルキル基、または水
素もしくはメチル基、または水素から選択される。
【００２４】
  　一実施形態では、以下から選択される少なくとも１つの架橋環状オレフィンであって
、
  　ｂ）
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【化１０】

  構造ｂ、式中、Ｒ３およびＲ４が、それぞれ独立して、水素、アルキル基（直鎖または
分岐または環状）から選択される、オレフィン。さらなる実施形態では、Ｒ１およびＲ２
が、それぞれ独立して、水素もしくはＣ１～Ｃ６のアルキル基、およびさらに水素もしく
はＣ１～Ｃ５のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ４のアルキル基、または水素も
しくはＣ１～Ｃ３のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ２のアルキル基、または水
素もしくはメチル基、または水素から選択される。
【００２５】
  　一実施形態では、以下から選択される少なくとも１つの架橋環状オレフィンであって
、
  　ｃ）
【化１１】

  構造ｃ、式中、Ｒ５およびＲ６が、それぞれ独立して、水素、アルキル基（直鎖または
分岐または環状）から選択される、オレフィン。さらなる実施形態では、Ｒ１およびＲ２
が、それぞれ独立して、水素もしくはＣ１～Ｃ６のアルキル基、およびさらに水素もしく
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はＣ１～Ｃ５のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ４のアルキル基、または水素も
しくはＣ１～Ｃ３のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ２のアルキル基、または水
素もしくはメチル基、または水素から選択される。
【００２６】
  　一実施形態では、以下から選択される少なくとも１つの架橋環状オレフィンであって
、
  　ｄ）
【化１２】

  構造ｄ、式中、Ｒ７およびＲ８が、それぞれ独立して、水素、アルキル基（直鎖または
分岐または環状）から選択される、オレフィン。さらなる実施形態では、Ｒ１およびＲ２
が、それぞれ独立して、水素もしくはＣ１～Ｃ６のアルキル基、およびさらに水素もしく
はＣ１～Ｃ５のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ４のアルキル基、または水素も
しくはＣ１～Ｃ３のアルキル基、または水素もしくはＣ１～Ｃ２のアルキル基、または水
素もしくはメチル基、または水素から選択される。
【００２７】
  　一実施形態では、成分Ｂのシクロオレフィンインターポリマーは、エチレンと、本明
細書で規定される構造ａ～ｄから選択される１つのみの架橋環状オレフィンとを重合形態
で含む。
【００２８】
  　一実施形態では、組成物は、エチレンビニルアセテートコポリマーをさらに含む。さ
らなる実施形態では、エチレンビニルアセテートコポリマーは、組成物の重量に基づいて
、５～２０重量％の量で存在する。
【００２９】
  　一実施形態では、組成物は、カップリング剤、例えば、アジド化合物または過酸化物
を含有しない。
【００３０】
  　組成物は、１つ以上の追加の添加剤を含み得る。好適な添加剤には、充填剤、酸化防
止剤、ＵＶ安定剤、難燃剤、着色剤または顔料、架橋剤、スリップ剤、粘着防止剤、およ
びこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。一実施形態では、組成物
は、組成物の重量に基づいて、０．５～２０重量％、または１～１５重量％、または５～
１０重量％の量で１つ以上の追加の添加剤を含む。さらなる実施形態では、組成物は、組
成物の重量に基づいて、０．５～２０重量％、または１～１５重量％、または５～１０重
量％の量でスリップ剤および／または粘着防止剤を含む。
【００３１】
  　一実施形態では、組成物は、熱可塑性ポリマーをさらに含む。そのようなポリマーに
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は、プロピレン系ポリマー、エチレン系ポリマー、およびオレフィンマルチブロックイン
ターポリマーが含まれるが、これらに限定されない。好適なエチレン系ポリマーには、高
密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、低密度ポリエ
チレン（ＬＤＰＥ）、均質分岐線状エチレン／α－オレフィンインターポリマーまたはコ
ポリマー、および均質分岐の実質的に線状のエチレン／α－オレフィンインターポリマー
またはコポリマー（均質分岐長鎖分岐エチレン／α－オレフィンインターポリマーまたは
コポリマーである）が含まれるが、これらに限定されない。
【００３２】
  　一実施形態では、組成物は、≧８０℃、または≧８１℃、または≧８２℃のＴｍを有
する。一実施形態では、組成物は、９０℃、または≦８８℃、または≦８６℃のＴｍを有
する。
【００３３】
  　一実施形態では、組成物は、≧３５，０００Ｐａ・ｓ、または≧４０，０００Ｐａ・
ｓ、または≧４５，０００Ｐａ・ｓのＶ０．１（１９０℃）値を有する。一実施形態では
、組成物は、≦６５，０００Ｐａ・ｓ、または≦６０，０００Ｐａ・ｓ、または≦５５，
０００Ｐａ・ｓのＶ０．１（１９０℃）値を有する。
【００３４】
  　一実施形態では、組成物は、２，８００Ｐａ・ｓ～４，０００Ｐａ・ｓ、または３，
０００Ｐａ・ｓ～３，８００Ｐａ・ｓ、または３，２００Ｐａ・ｓ～３，６００Ｐａ・ｓ
のＶ１００（１９０℃）値を有する。
【００３５】
  　一実施形態では、組成物は、≧１０、または≧１１、または≧１２のＶ０．１／Ｖ１
００（ＲＲ）値を有する。一実施形態では、組成物は、≦１６、または≦１５、または≦
１４のＶ０．１／Ｖ１００（ＲＲ）値を有する。
【００３６】
  　一実施形態では、組成物は、０．８４～０．９２、または０．８５～０．９１、また
は０．８６～０．９０のＥ１値を有する。
【００３７】
  　一実施形態では、組成物は、０．９２～０．９８、または０．９３～０．９７、また
は０．９４～０．９６のＥ２値を有する。
【００３８】
  　一実施形態では、組成物は、０．４０～０．６０、または０．４１～０．５９、また
は０．４２～０．５８のＥｃ値を有する。
【００３９】
  　また、本明細書に記載の任意の１つ以上の実施形態の組成物から形成された少なくと
も１つの層を含むフィルムが提供される。さらなる実施形態では、≦１．０重量％、また
は≦０．５重量％、または≦０．２重量％、≦０．１重量％のエチレン／架橋環状オレフ
ィンインターポリマーまたはコポリマーを含むコア組成物から形成されるコア層を含むフ
ィルム。さらなる実施形態では、コア組成物は、エチレン／架橋環状オレフィンインター
ポリマーまたはコポリマーを含まない。
【００４０】
  　一実施形態では、フィルムは、この組成物の重量に基づいて、１～１２重量％のエチ
レン／架橋環状オレフィンインターポリマーまたはコポリマーを含む組成物から形成され
た、少なくとも１つの追加層を含む。
【００４１】
  　また、少なくとも３層ａ／ｂ／ｃを含むフィルムも提供され、層ｂが、≦１．０重量
％、または≦０．５重量％、または≦０．２重量％、≦０．１重量％、またはゼロのエチ
レン／架橋環状オレフィンインターポリマーまたはコポリマーを含む組成物から形成され
、層ａおよび／または層ｃは、それぞれ独立して、本明細書に記載の１つ以上の実施形態
の組成物から形成される。
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【００４２】
  　また、少なくとも５層ａ／ｂ／ｃ／ｄ／ｅを含むフィルムも提供され、層ｃが、≦１
．０重量％、または≦０．５重量％、または≦０．２重量％、≦０．１重量％、またはゼ
ロのエチレン／架橋環状オレフィンインターポリマーまたはコポリマーを含む組成物から
形成され、層ａ、層ｂ、層ｄおよび／または層ｅは、それぞれ独立して、本明細書に記載
の１つ以上の実施形態の組成物から形成される。
【００４３】
  　また、少なくとも６層ａ／ｂ／ｃ／ｄ／ｅ／ｆを含むフィルムも提供され、層ｃおよ
び層ｄが、それぞれ独立して、≦１．０重量％、または≦０．５重量％、または≦０．２
重量％、≦０．１重量％、またはゼロのエチレン／架橋環状オレフィンインターポリマー
またはコポリマーを含む組成物から形成され、層ａ、層ｂ、層ｅおよび／または層ｆは、
それぞれ独立して、本明細書に記載の１つ以上の実施形態の組成物から形成される。
【００４４】
  　一実施形態において、本明細書に記載の任意の１つ以上の実施形態の組成物から形成
された少なくとも１つの層を含むフィルムは、０．５～１０ミル、または４～７ミル、ま
たは５～６ミルの厚さを有する。
【００４５】
  　また、本明細書に記載の任意の１つ以上の実施形態の組成物から形成された少なくと
も１つの成分を含む物品が提供される。
【００４６】
  　また、本明細書に記載の任意の１つ以上の実施形態のフィルムから形成された少なく
とも１つの成分を含む物品が提供される。
【００４７】
  定義
  　文脈から暗黙的または当技術分野において慣例的であると明示されていない限り、す
べての部分および百分率は重量に基づいており、すべての試験方法は、本開示の提出日現
在のものである。
【００４８】
  　本明細書で使用される「組成物」という用語は、組成物を含む材料、ならびに組成物
の材料から形成される反応生成物および分解生成物を含む。あらゆる反応生成物または分
解生成物は、通常、微量または残留量で存在する。
【００４９】
  　本明細書で使用される「ポリマー」という用語は、同じタイプであろうと異なるタイ
プであろうと、モノマーを重合することによって調製されるポリマー化合物を指す。した
がって、ポリマーという一般的な用語は、ホモポリマーという用語（微量の不純物をポリ
マー構造に組み込むことができるという理解を前提として、１つのタイプのモノマーのみ
から調製されるポリマーを指すために用いられる）および以下で定義するインターポリマ
ーという用語を包含する。触媒残留物などの微量の不純物は、ポリマー内および／または
ポリマーに組み込むことができる。
【００５０】
  　本明細書で使用される「インターポリマー」という用語は、少なくとも２つの異なる
タイプのモノマーの重合により調製されたポリマーを指す。したがって、インターポリマ
ーという用語は、コポリマーという用語（２つの異なるタイプのモノマーから調製された
ポリマーを指すために用いられる）および３つ以上の異なるタイプのモノマーから調製さ
れたポリマーを含む。
【００５１】
  　本明細書で使用される「オレフィン系ポリマー」という用語は、５０重量％または過
半量のオレフィンモノマー、例えばエチレンまたはプロピレン（ポリマーの重量に基づい
て）を重合形態で含むポリマーを指し、任意に１つ以上のコモノマーを含み得る。
【００５２】
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  　本明細書で使用される「エチレン系ポリマー」という用語は、５０重量％または過半
重量パーセントのエチレン（ポリマーの重量に基づいて）を重合形態で含むポリマーを指
し、任意に１つ以上のコモノマーを含み得る。
【００５３】
  　本明細書で使用される「エチレン系インターポリマー」という用語は、５０重量％ま
たは過半重量パーセントのエチレン（インターポリマーの重量に基づいて）、および少な
くとも１つのコモノマーを重合形態で含むインターポリマーを指す。
【００５４】
  　本明細書で使用される「エチレン系コポリマー」という用語は、２つのモノマータイ
プのみの場合、５０重量％または過半量のエチレンモノマー（コポリマーの重量に基づい
て）、およびα－オレフィンを重合形態で含むコポリマーを指す。
【００５５】
  　本明細書で使用される「エチレン／α－オレフィンコポリマー」という用語は、２つ
のモノマータイプのみの場合、５０重量％または過半量のエチレンモノマー（コポリマー
の重量に基づいて）、およびα－オレフィンを重合形態で含むコポリマーを指す。
【００５６】
  　本明細書で使用される「プロピレン系ポリマー」という用語は、過半量のプロピレン
モノマー（ポリマーの重量に基づいて）を重合形態で含むポリマーを指し、任意に１つ以
上のコモノマーを含み得る。
【００５７】
  　用語「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「有す
る（ｈａｖｉｎｇ）」、およびそれらの派生語は、同じことが具体的に開示されている、
いないに関わらず、任意の追加成分、ステップまたは手順の存在を除外することを意図し
ない。疑念を避けるために、「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語の使用を通じ
て特許請求されるすべての組成物は、特に明記しない限り、ポリマーであろうとなかろう
と、任意の追加の添加剤、アジュバント、または化合物を含み得る。対照的に、「から本
質的になる」という用語は、操作性に必須ではないものを除き、任意の以降の記述の範囲
から任意の他の成分、ステップ、または手順を除外する。「からなる」という用語は、特
に記載または一覧表に記載されていない任意の成分、ステップ、または手順を除外する。
【００５８】
  　当業者が理解するように、「ＣＯＣ」という用語は、環状オレフィンコポリマーを指
す。
【００５９】
  試験方法
  示差走査熱量測定（ＤＳＣ）（成分Ａ、成分Ｂ、組成物）
  　示差走査熱量測定（ＤＳＣ）は、ポリマー（例えば、エチレン系（ＰＥ）ポリマー）
の融解および結晶化挙動を測定するために使用される。配合されたＢｌａｎｄの場合、試
料を最初に約１７５℃で溶融プレス（約１０秒間２５０００ポンド）して薄フィルムにし
、その後、室温まで降温させる。約５～８ｍｇのポリマーフィルム試料をダイパンチで切
断し、重量を量り、ＤＳＣパンに配置する。加工フィルムの場合、試料は、フィルムから
直接打ち抜かれる。ふたをパンに圧着させて、密閉雰囲気を確保する。試料パンを、窒素
ガスでパージした較正済みＤＳＣセルに配置して、約１０℃／分の速度で１８０℃の温度
まで加熱する。試料は、この温度で３分間保持される。次に、試料を１０℃／分の速度で
－４０℃まで冷却して、結晶化の痕跡を記録し、その温度で３分間等温に保持する。次に
、完全に融解するまで、試料を１０℃／分の速度で再加熱する。
【００６０】
  　特に明記しない限り、ピーク融点（Ｔｍ）は、第１の加熱曲線から決定され、吸熱の
最高ピーク（強度）の温度に相当する。結晶化温度（Ｔｃ）は、冷却曲線（ピークＴｃ）
から決定される。融解温度の開始端は、２本の線ａとｂとの交点から計算される融解曲線
の外挿端として規定され得、ａは、ピークの２次側の最大勾配のポイントとの接線であり
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、ｂは、融解後のベースラインの外挿である。Ｔｇは、第２の加熱曲線から測定され、変
曲点遷移の中間点で決定される。いくつかのＤＳＣの遷移を図１に示す。
【００６１】
  引張強度および破断引張エネルギー（ＭＤおよびＣＤ）
  　引張強度および破断引張エネルギー（ＭＤおよびＣＤ）は、ＡＳＴＭ　Ｄ８８２－１
０（各方向の５つのフィルム試料の平均、各試料「１インチ×６インチ」または２５ｍｍ
×１５０ｍｍ）に従って測定された。特性評価の前に、試料を２１℃～２５℃の温度で５
０％±５の相対湿度で４０時間事前に調整した。各フィルムの調製については、以下の実
験の項に記載する。
【００６２】
  密度
  　密度を測定する試料は、ＡＳＴＭ　Ｄ－１９２８に従って調製される。試料を加圧成
形してから１時間以内に、ＡＳＴＭ　Ｄ－７９２、ＭｅｔｈｏｄＢを使用して測定を行う
。
【００６３】
  メルトインデックス
  　メルトインデックス（Ｉ２）は、ＡＳＴＭ－Ｄ　１２３８、１９０℃／２．１６ｋｇ
の条件に従って測定され、１０分あたりの溶出グラム数で報告される。
【００６４】
  動的機械分光法（ＤＭＳ）
  　窒素パージ下「２５ｍｍ平行板」を装備したＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　ＡＲＥ
Ｓを使用して、小角振動せん断（溶融ＤＭＳ）を実行した。試料の載置から試験開始まで
の時間は、すべての試料に５分で設定された。実験は、０．１～１００ラジアン／秒の周
波数範囲にわたって１２０℃で実行された。試料の応答に基づいて、ひずみ振幅を１～１
０％に調整した。応力応答を振幅および位相の観点から分析し、そこから貯蔵弾性率（Ｇ
’）、損失弾性率（Ｇ’’）、動的粘度η＊、損失正接、および位相角を決定した。１９
０℃での粘度Ｖ０．１および１９０℃でのＶ１００、およびレオロジー比（１９０℃での
Ｖ０．１／Ｖ１００；「ＲＲ」とも呼ばれる）が記録された。動的機械分光法用の試験片
は、「直径２５ｍｍ×厚さ３．３ｍｍ」の圧縮成形ディスクであり、１８０℃で５分間、
成形圧力１０ＭＰａで形成され、その後、冷却プラテン（１５～２０℃）間で２分間急冷
された。
【００６５】
  実験
  　以下の実施例は、本発明を例示するものであるが、本発明の範囲を限定することを意
図するものではない。材料を以下の一覧表に記載する。ポリマーは通常、ｐｐｍ量の１つ
以上の安定剤で安定化される。
【００６６】
  　ＥＬＶＡＸ（登録商標）４６０（以下「ＥＬＶＡＸ　４６０」）は、ＤｕＰｏｎｔか
ら入手可能なＥＶＡであり、０．９４１ｇ／ｃｃ（１ｃｃ＝１ｃｍ３）の密度、２．５ｇ
／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）、および１８重量％のＶＡ含有量（ＥＶＡの重量
に基づく）を有する。
【００６７】
  　ＥＬＶＡＸ（登録商標）４７０（以下「ＥＬＶＡＸ　４７０」）は、ＤｕＰｏｎｔか
ら入手可能なＥＶＡであり、０．９４ｇ／ｃｃ）の密度、０．７ｇ／１０分のメルトイン
デックス（Ｉ２）、および１８重量％のＶＡ含有量（ＥＶＡの重量に基づく）を有する。
【００６８】
  　ＡＭＰＡＣＥＴ　１００３２９は、ＡＭＰＡＣＥＴ　Ｃｏｒｐから入手可能なスリッ
プ剤である。
【００６９】
  　ＡＭＰＡＣＥＴ　１００３４２は、ＡＭＰＡＣＥＴ　Ｃｏｒｐから入手可能な粘着防
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止剤である。
【００７０】
  　ＡＭＰＡＣＥＴ　１００９０は、ＡＭＰＡＣＥＴ　Ｃｏｒｐから入手可能なスリップ
剤である。
【００７１】
  　ＡＭＰＡＣＥＴ　１００４５０は、ＡＭＰＡＣＥＴ　Ｃｏｒｐから入手可能な粘着防
止剤である。
【００７２】
  　ＡＬＣＵＤＩＡ（登録商標）ＰＡ－５３９（以下「ＡＬＣＵＤＩＡ　５３９」）は、
Ｅｎｔｅｃ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓから入手可能なＥＶＡであり、０．９３７ｇ／ｃｃの密度
、２ｇ／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）、および１８重量％のＶＡ含有量（ＥＶＡ
の重量に基づく）を有する。
【００７３】
  　ＡＬＣＵＤＩＡ（登録商標）ＰＡ－５３７（以下「ＡＬＣＵＤＩＡ　５３７」）は、
Ｅｎｔｅｃ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓから入手可能なＥＶＡであり、０．９４１ｇ／ｃｃの密度
、０．７ｇ／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）、および１８重量％のＶＡ含有量（Ｅ
ＶＡの重量に基づく）を有する。
【００７４】
  　ＥＮＧＡＧＥ（商標）８００３（以下「ＥＮＧＡＧＥ　８００３」）は、Ｔｈｅ　Ｄ
ｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なエチレン／オクテンコポリマー
であり、０．８８５ｇ／ｃｃの密度、１．０ｇ／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）、
および－４６℃のＴｇを有する。
【００７５】
  　ＥＮＧＡＧＥ（商標）８５４０（以下「ＥＮＧＡＧＥ　８５４０」）は、Ｔｈｅ　Ｄ
ｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なエチレン／オクテンコポリマー
であり、０．９０８ｇ／ｃｃの密度、１．０ｇ／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）、
および－３２℃のＴｇを有する。
【００７６】
  　ＥＮＧＡＧＥ（商標）８１００（以下「ＥＮＧＡＧＥ　８１００」）は、Ｔｈｅ　Ｄ
ｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なエチレン／オクテンコポリマー
であり、０．８７ｇ／ｃｃの密度、１．０ｇ／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）、お
よび－５２℃のＴｇを有する。
【００７７】
  　ＮＯＲＤＥＬ（商標）ＩＰ　４８２０（以下「ＮＩＰ４８２０」）は、Ｔｈｅ　Ｄｏ
ｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なＥＰＤＭであり、０．８８ｇ／ｃ
ｃの密度、１．０ｇ／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）、および－１８℃のＴｇを有
する。
【００７８】
  　ＡＦＦＩＮＩＴＹ（商標）ＰＦ　１１４０Ｇ　ＰＯＰ（以下「ＡＦＦＩＮＩＴＹ　１
１４０」）は、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なエチ
レン／オクテンコポリマーであり、０．８９７ｇ／ｃｃの密度、１．６ｇ／１０分のメル
トインデックス（Ｉ２）、および－３３℃のＴｇを有する。
【００７９】
  　ＡＦＦＩＮＩＴＹ（商標）８７７０Ｇ１　ＰＯＰ（以下「ＡＦＦＩＮＩＴＹ　８７７
０」）は、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なエチレン
／オクテンコポリマー（ランダム）であり、０．８８５ｇ／ｃｃの密度、１．０ｇ／１０
分のメルトインデックス（Ｉ２）、および－４６℃のＴｇを有する。
【００８０】
  　ＶＥＲＳＩＦＹ（商標）２２００（以下「ＶＥＲＳＩＦＹ　２２００」）は、Ｔｈｅ
　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なプロピレン／エチレンコポ
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ト流量（ＭＦＲ）を有する。
【００８１】
  　ＬＤＰＥ　１３２Ｉは、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入
手可能なポリエチレンホモポリマーであり、０．９２１ｇ／ｃｃの密度、および０．２５
ｇ／１０分のメルトインデックス（Ｉ２）を有する。
【００８２】
  　ＴＯＰＡＳ（商標登録）９５０６Ｆ－０４（以下「ＴＯＰＡＳ　９５０６Ｆ－０４」
）は、Ｔｏｐａｓ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓから入手可能なＣＯＣコポリマ
ー（エチレンおよびノルボルネン）であり、１．０２ｇ／ｃｃの密度、２３０℃／２．１
６ｋｇ（ＩＳＯ　１１３３）で６ｃｍ３／１０分のメルトボリュームレート（ＭＶＲ）、
１９０℃／２．１６ｋｇで０．９ｇ／１０分のメルトインデックス、および６３℃のＴｇ
を有する。
【００８３】
  　ＴＯＰＡＳ（商標登録）８００７Ｆ－０４（以下「ＴＯＰＡＳ　８００７Ｆ－０４」
）は、Ｔｏｐａｓ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓから入手可能なＣＯＣコポリマ
ー（エチレンおよびノルボルネン）であり、１．０２ｇ／ｃｃの密度、２３０℃／２．１
６ｋｇ（ＩＳＯ　１１３３）で１２ｃｍ３／１０分のメルトボリュームレート（ＭＶＲ）
、１９０℃／２．１６ｋｇで１．８ｇ／１０分のメルトインデックス、および７７℃のＴ
ｇを有する。
【００８４】
  　「ＡＢ」とは、８０重量％のＥＮＧＡＧＥ　８００３と配合された２０重量％のタル
クＡＢを指す。
【００８５】
  組成物の特性
  レオロジー
  　ポリマーおよび上記のポリマー組成物のメルトフロー特性を決定するために、動的振
動剪断測定は、１２０℃の温度および１０％のひずみで、ステンレス鋼の「直径２５ｍｍ
」の平行板を使用して、０．１ｒａｄ　ｓ－１～１００ｒａｄ　ｓ－１の範囲にわたって
行われた。上記のＤＭＳ試験方法を参照すること。ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓのひず
み制御レオメーターＡＲＥＳ／ＡＲＥＳ－Ｇ２で、試験試料の直径は２５ｍｍ、厚さは３
．３ｍｍである。Ｖ０．１およびＶ１００は、それぞれ０．１ｒａｄ　ｓ－１および１０
０ｒａｄ　ｓ－１の粘度であり、Ｖ０．１／Ｖ１００比はずり減粘特徴の尺度である。組
成物のレオロジーに対する「ＣＯＣ」含有量の影響を以下の表１～３に示す。図２および
図３も参照すること。
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【表３】

【００８６】
  フィルム作製
  　本発明（Ｉｎｖ．）および比較（Ｃｏｍｐ．）フィルムを以下に提示する。表７Ａ～
７Ｆおよび８は、各フィルムの各層の組成物を示し、各重量パーセントは、各フィルム層
の形成に使用されたそれぞれの組成物の総重量に基づく。各フィルム層の形成に使用され
た各組成物は、ローラー混合ブレードを装備したＨＡＡＫＥ　Ｒｈｅｏｍｉｘ　３０００
を使用して、４０ＲＰＭの混合速度で調製された。原料を乾式混合してから、１５０℃ま
で予熱されたミキサーに添加した。原料を添加してラムで固定した後、５分間の混合時間
を取った。
【００８７】
  　各５層フィルム（スキン／中間／コア／中間／スキン）は、５層インフレートフィル
ムラインで作製された。インフレーションフィルムラインは、２５ｍｍスキン押出成形機
および２０ｍｍ中間／コア押出成形機を備えた、７５ｍｍ　５－Ｌａｙｅｒ　Ｆｌａｔ　
Ｄｉｅ（３０／１０／２０／１０／３０）であった。ラインには、Ｄｕａｌ　Ｌｉｐ　Ａ
ｉｒ　Ｒｉｎｇ、ＡＢＳ　Ｇｒａｖｉｍｅｔｒｉｃ　Ｆｅｅｄ、およびＤｕａｌ　Ｓｕｒ
ｆａｃｅ　Ｗｉｎｄｅｒｓを備えた。２．２～３．９のブローアップ比、９～２７ｋｇ／
時の作製速度、および２．４～１８メートル／分の引取を有する、０．８ミル～６ミル厚
のフィルムを作製できる。ラインは、フィルム層のライン上でのスリッティングおよび分
離をすることができた。フィルム層のライン上でのスリッティングおよび分離を、Ｉｎｖ
．Ｆ４を除くすべての実施例に対して実行した。フィルム層のライン上でのスリッティン
グおよび分離をＩｎｖ．Ｆ４には実行しなかったが、その代わりに崩壊した気泡として残
った。以下の表６にて、多層（５）フィルムの作製の処理条件を提供する。
【００８８】
  　Ｉｎｖ．Ｆ３およびＣｏｍｐ．Ｆ１２は、７層インフレーションフィルムライン上で
調製された。残りのフィルムは、５層インフレーションフィルムラインで調製された。Ａ
ｌｐｉｎｅ　７－Ｌａｙｅｒ　Ｃｏｅｘｔｒｕｓｉｏｎ　Ｂｌｏｗｎ　Ｆｉｌｍ　Ｌｉｎ
ｅを使用して、Ｉｎｖ．Ｆ３およびＣｏｍｐ．Ｆ１２を製造した。このラインは、幅２０
０ｍｍおよび２５０ｍｍで使用可能なインサート、バリアタイプスクリューを利用した７
～５０ｍｍ　３０：１　Ｌ／Ｄ溝付きフィード押出成形機、各押出成形機用の４構成要素
のＭａｇｕｉｒｅインライン混合機、ＥｘＶｉｓ（Ａｌｐｉｎｅ制御システム）、自動計
測機能を備えたＮＤＣゲージ厚検出システム、最大４００ｆｐｍの速度およびフィルム幅
６０インチが可能な３５８°振動ニップロール、およびＰｉｌｌａｒコロナ装置を備えた
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７層共押出成形ダイで構成された。以下の表８は、各フィルム層の組成物および各７層フ
ィルムの作製におけるフィルムプロセス条件を示す。各重量パーセントは、各フィルム層
を形成するために使用されたそれぞれの組成物の総重量に基づく。表９も参照すること。
いくつかの追加のフィルム特性を以下の表１０Ａ～１０Ｃに示す。
【００８９】
  引張特性
  　引張特性は、フィルムの組成物の弾性率によって規定される。弾性率が高ければ高い
ほど、組成物が大きな変形なしで処理できる応力が高くなり得る。この情報により、組成
物を機械方向（ＭＤ）に７％および２５％変形させるのに必要な応力が報告された。下の
表５を参照すること。
【００９０】
  処理時間
  　ここで、処理時間とは、フィルムの組成物が組成物の転移温度より低く冷却されるた
めに必要な時間であり、したがって固体様組成物の典型的な特性を回復する。転移温度が
高ければ高いほど、組成が速くなることが知られている。６０℃の温度依存性の拘束は、
それよりも高い温度では、すでに結晶化が起こっているはずであり、本発明の組成物に好
適であることが判明した。この温度を超える結晶化プロファイルを説明するために、パラ
メーターＥｃは、ＤＳＣで測定された結晶化の全エンタルピーに対する、６０℃を超える
結晶化エンタルピーの割合として規定された。図４は、以下に説明する４セットの組成物
の「結晶化温度ピーク（ＴＣピーク）の関数としてのＥｃ」を示す。以下の表４および５
を参照すること。
【００９１】
  　ピーク融解温度が８８℃の「１８重量％のＶＡ　ＥＶＡ」のセット。これらの組成物
は、比較的高いＴｃおよびＥｃ値を示し、結晶化エンタルピーの４０％以上が、６０℃の
拘束をはるかに超えて発生したことを示す。Ｅｃが０．４（４０％）の場合、許容できる
処理時間内となることが見込まれる。
【００９２】
  　融解温度が７５℃～９５℃のエチレン系ポリマー。結晶化度の増加により、ＴｃとＥ
ｃのどちらも上昇する（ＴｃおよびＥｃにおける増加）。この試料のセットは、０．４の
Ｅｃを満たす。７５℃より低いＴｍを提示するＰＯＥは、６０℃の拘束より低いＴｃ値を
有し（Ｅｃがゼロに近づく、つまり、ＥＮＧＡＧＥ　８１００、０．８７密度、１ＭＩ）
、それらの処理は、過度に長くなるであろう。
【００９３】
  　ＰＯＥを含むプロピレン系エラストマー（ＰＢＥ）の組成物。通常、ＰＢＥは、ＰＯ
Ｅよりも高い弾性率を有することになり、このさらに高い弾性率により、ＰＢＥ／ＰＯＥ
ブレンドの弾性率がＥＶＡに近づくまで増加することになる。ただし、ブレンドのＰＢＥ
画分は、「６０℃の温度拘束」よりもはるかに低い温度で結晶化するため、ブレンドのＥ
Ｃに影響し、その処理が非実用的になる（６０℃を超える結晶化は、４０％未満である、
Ｅｃ＜０．４）。ＰＢＥ試料の１つのみが、４０％の結晶化エンタルピーに適合すること
が判明したが、以下に示すように、この組成物は、許容できないＥ２値を有する。
【００９４】
  　７０℃～１００℃の温度範囲の遷移温度に適合するＰＯＥとＣＯＣとの組成物。この
場合、選択したＰＯＥのＴｍピークは８２℃であり、ＣＯＣのＴｇは７７℃であった。３
～１５重量％の範囲で調査した様々なレベルのＣＯＣ。グラフに示されているように、こ
れらの組成物は、ＰＯＥの結晶化挙動を維持していることが判明している（ＥＣ＞０．４
およびＴｃピーク＞６０℃）。
【００９５】
  分散
  フィルム組成物のポリマー成分の分散を最適化するために、次の２つの温度拘束を使用
できることが判明している。２つの温度依存性の拘束は次のとおりである。１）８５℃の
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ターゲット温度、それ以下では、組成物がそのＤＳＣ融解温度ピーク（Ｔｍ）を示すこと
が望ましく、２）９５℃のターゲット温度、それ以下では、組成物が融解終了時にＤＳＣ
開始Ｔｍを示すことが望ましい。「融解終了時の開始Ｔｍ」を超えると、融解プロファイ
ルが終了し、ＤＳＣベースラインに戻り、組成物は融解したと考えられる。
【００９６】
  　Ｅ１．ＤＳＣで測定された全融解エンタルピーに対する、８５℃未満の融解エンタル
ピーの割合。図５を参照すること。Ｅ２．ＤＳＣで測定したＴｍを超える融解エンタルピ
ーに対する、Ｔｍと９５℃の間の融解エンタルピーの割合。図６を参照すること。
【００９７】
  　上記の分析に基づいて、処理時間を最小限に抑え、配合後の非分散ポリマー（ゲル）
の存在を排除するため、１に近づくには３つの効率（Ｅｃ、Ｅ１、Ｅ２）が必要であるこ
とが判明している。図４～５は、ここで規定されている効率の概略図を示す。以下の表４
および５も参照すること。
【表４】
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【表６】
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【表７－１】
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【表７－２】
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【表８－１】
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【表９－１】
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【表９－２】
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【表１１】
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【表１２－１】
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【表１２－２】
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【表１３－１】
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【表１３－２】

【表１４】

【００９８】
  結果概要
  　そのような配合物におけるポリマー成分の場合の完全な混合は、溶融またはガラス転
移などの材料転移後に生じる高い流動性と相関があった。一連の温度依存性の拘束を満た
し、周囲温度で良好な流動性および高い剛性を提供し、袋詰めされた材料を適切に移送す
る新しい組成物が開発された。良好な流動性により、９０℃～１５０℃の範囲の温度で組
成物を容易に分散でき、包装作業中（＞１００℃）にシーリング温度で高いホットタック
が得られる。
【００９９】
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  　７０～１００Ｃの範囲で重複する転移温度を有するエチレン系ポリマーとシクロオレ
フィンインターポリマーとを含有する組成物が、優れた処理特性、分散特性、および引張
特性を有し、優れた物理特性を有するフィルムを形成するために使用され得ることが判明
している。本発明の組成物は、良好な流動性を有し、したがって最終フィルム配合物の良
好な混合を有する。
【０１００】
  　そのような組成物は、引張特性および処理時間の最適化を提供することも判明してい
る。処理時間は、組成物がその転移温度未満で冷却されるために必要な時間であり、した
がって、固体様材料の典型的な特性を回復する。オレフィン系ポリマーの場合、通常、結
晶化度を変化させて、融解挙動、引張特性、および処理時間を調整するが、本発明の組成
物は、秀でた物理的特性を有するために結晶化度に完全に依存するわけではない。例えば
、引張特性と高速処理時間はどちらも、結晶化度を最大化することから恩恵を受けるが、
一方、良好な分散および高速混合は、低結晶化度から恩恵を受ける。本発明の組成物は、
流動性と弾性率との間の最適なバランスを提供するために、エチレン系ポリマー（ＰＯＥ
）とシクロオレフィンインターポリマー（ＣＯＣ）との最適なバランスを有することが判
明している。
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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月21日(2020.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  　少なくとも以下の成分を含む組成物であって、
  Ａ）エチレン系ポリマー、
  Ｂ）エチレンと以下から選択される少なくとも１つの架橋環式オレフィンとを重合形態
で含むシクロオレフィンインターポリマー、
  　ａ）
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【化１】

  構造ａであって、Ｒ１およびＲ２が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ａ、
  　ｂ）
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【化２】

  構造ｂであって、Ｒ３およびＲ４が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ｂ、
  　ｃ）
【化３】

  構造ｃであって、Ｒ５およびＲ６が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ｃ、
  　ｄ）
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【化４】

  構造ｄであって、Ｒ７およびＲ８が、それぞれ独立して、水素、アルキル基から選択さ
れる、構造ｄ、
  　ｅ）またはａ）～ｄ）の任意の組み合わせ、
  　　成分Ａが、前記組成物の重量に基づいて、≧５０重量％の量で存在し、成分Ｂが、
前記成分ＡとＢとの合計重量に基づいて、５～１２重量％の量で存在する、組成物。
【請求項２】
  　前記成分Ｂのシクロオレフィンインターポリマーが、６０℃～９０℃のＴｇを有する
、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
  　前記成分Ａのエチレン系ポリマーが、８０℃～９５℃のＴｍを有する、請求項１に記
載の組成物。
【請求項４】
  　前記成分Ａのエチレン系ポリマーが、≦０．９００ｇ／ｃｃの密度を有する、請求項
１に記載の組成物。
【請求項５】
  　前記成分Ａと成分Ｂとの重量比が、４．０～２０．０である、請求項１～４のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項６】
  　前記成分Ａのエチレン系ポリマーが、エチレン／α－オレフィンコポリマーである、
請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
  　前記シクロオレフィンインターポリマーが、エチレン／架橋環式オレフィンコポリマ
ーである、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
  　≧８０重量％の成分Ａ、≧９重量％の成分Ｂ、および≧５重量％の添加剤を含む前記
組成物である、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
  　請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物から形成された少なくとも１つの層を含
むフィルム。
【請求項１０】
  　前記フィルムが、この組成物の重量に基づいて、１～１２重量％のエチレン／架橋環
状オレフィンインターポリマーを含む組成物から形成された少なくとも１つの追加層を含
む、請求項９に記載のフィルム。
       



(54) JP 2020-531638 A 2020.11.5

10

20

30

40

【国際調査報告】



(55) JP 2020-531638 A 2020.11.5

10

20

30

40



(56) JP 2020-531638 A 2020.11.5

10

20

30

40



(57) JP 2020-531638 A 2020.11.5

10

フロントページの続き

(81)指定国・地域　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DJ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,G
T,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JO,JP,KE,KG,KH,KN,KP,KR,KW,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX
,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,
TN,TR,TT

(72)発明者  トゥベルキア、ジャン　シー．
            アメリカ合衆国　テキサス州　７７５６６　レーク　ジャクソン，エイブナー　ジャクソン　パー
            クウェイ　２３０
(72)発明者  スペラッティ、カルラ　エム．
            アメリカ合衆国　テキサス州　７７０７７　ヒューストン，エンクレーブ　パークウェイ　１２５
            ４
Ｆターム(参考) 4J002 BB051 BK002 GF00  GG02 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

